
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　

筒状フィルム外周面に被覆貼着
した 四角形筒状側部と、該
筒状側部の一端に連設した底面板にて被覆される 筒状フィルムの一端開口部を 底面
板と共に折り曲げ貼着して密封形成した底部と、該筒状側部の他端開口部外側に露呈する
筒状フィルムの他端開口部内に一対の対向側部方向を として取り付けた密封
性ジッパーと、該密封性ジッパーに平行に他端開口部端部に沿って形成した密封シール部
とを備え、前記他端開口部側の筒状フィルムが前記一対の対向側部の上端に沿ってそれぞ
れ三角形状に外側に折り返されて前記一対の対向側部に貼着固定され、 立方
体若しくは直方体形状の板紙製外側カートンと、該カートン内面に密着したフィルム製内
側バッグとからなることを特徴とするバッグインカートン。
【請求項２】
　

筒状フィルム外周面に被覆貼着
した 四角形筒状側部と、該
筒状側部の一端に連設した底面板にて被覆される 筒状フィルムの一端開口部を 底面
板と共に折り曲げ貼着して密封形成した底部と、該筒状側部の他端開口部外側に露呈する
筒状フィルムの他端開口部内に一対の対向側部方向を として取り付けた密封
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立方体若しくは直方体形状の板紙製外側カートンと、該カートン内面に密着したフィル
ム製内側バッグとからなるバッグインカートンにおいて、

対向する正面板、背面板と、対向する一対の側面板とからなる
前記 該

開封長手方向

上面部のない

立方体若しくは直方体形状の板紙製外側カートンと、該カートン内面に密着したフィル
ム製内側バッグとからなるバッグインカートンにおいて、

対向する正面板、背面板と、対向する一対の側面板とからなる
前記 該

開封長手方向



性ジッパーと、該密封性ジッパーに平行に他端開口部端部に沿って形成した密封シール部
と、前記一対の対向側部の上端に連設した直角二等辺三角形面板に筒状フィルム外周面を
貼着して形成した三角形折返部とを備え、該折返部が外側に折り返されて前記一対の対向
側部に固定され 立方体若しくは直方体形状の板紙製外側カートンと、該カ
ートン内面に密着したフィルム製内側バッグとからなることを特徴とするバッグインカー
トン。
【請求項３】
前記三角形折返部が、前記一対の対向側部に形成された切込部内に三角形折返部の直角二
等辺三角形面板の頂角部を差し込むことにより固定されている請求項２記載のバッグイン
カートン。
【請求項４】
前記三角形折返部が、前記一対の対向側部に形成された切込部内に三角形折返部の直角二
等辺三角形面板の頂角部を差し込み貼着することにより固定されている請求項２記載のバ
ッグインカートン。
【請求項５】
　

筒状フィルム外周面に被覆貼着
した 四角形筒状側部と、該
筒状側部の一端に連設した底面板にて被覆される 筒状フィルムの一端開口部を 底面
板と共に折り曲げ貼着して密封形成した底部と、該筒状側部の他端開口部外側に露呈する
筒状フィルムの他端開口部内に一対の対向側部方向を として取り付けた密封
性ジッパーと、該密封性ジッパーに平行に他端開口部端部に沿って形成した密封シール部
と、該密封性ジッパーの 両側に凹凸エンボスして形成したジッパー折目部と
を備え、前記他端開口部側の筒状フィルムがジッパージッパー折目部を介して前記一対の
対向側部の上端に沿ってそれぞれ三角形状に外側に折り返されて前記一対の対向側部に貼
着固定され、 立方体若しくは直方体形状の板紙製外側カートンと、該カート
ン内面に密着したフィルム製内側バッグとからなることを特徴とするバッグインカートン
。
【請求項６】
　

筒状フィルム外周面に被覆貼着
した 四角形筒状側部と、該
筒状側部の一端に連設した底面板にて被覆される 筒状フィルムの一端開口部を 底面
板と共に折り曲げ貼着して密封形成した底部と、該筒状側部の他端開口部外側に露呈する
筒状フィルムの他端開口部内に一対の対向側部方向を として取り付けた密封
性ジッパーと、該密封性ジッパーに平行に他端開口部端部に沿って形成した密封シール部
と、該密封性ジッパーの 両側に凹凸エンボスして形成したジッパー折目部と
、前記一対の対向側部の上端に連設した直角二等辺三角形面板に筒状フィルム外周面を貼
着して形成した三角形折返部とを備え、該折返部がジッパー折目部を介して外側に折り返
されて前記一対の対向側部に固定され 立方体若しくは直方体形状の板紙製
外側カートンと、該カートン内面に密着したフィルム製内側バッグとからなることを特徴
とするバッグインカートン。
【請求項７】
前記三角形折返部が、前記一対の対向側部に形成された切込部内に三角形折返部の直角二
等辺三角形面板の頂角部を差し込むことにより固定されている請求項６記載のバッグイン
カートン。
【請求項８】
前記三角形折返部が、前記一対の対向側部に形成された切込部内に三角形折返部の直角二
等辺三角形面板の頂角部を差し込み貼着することにより固定されている請求項６記載のバ
ッグインカートン。
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、上面部のない

立方体若しくは直方体形状の板紙製外側カートンと、該カートン内面に密着したフィル
ム製内側バッグとからなるバッグインカートンにおいて、

対向する正面板、背面板と、対向する一対の側面板とからなる
前記 該

開封長手方向

開封長手方向

上面部のない

立方体若しくは直方体形状の板紙製外側カートンと、該カートン内面に密着したフィル
ム製内側バッグとからなるバッグインカートンにおいて、

対向する正面板、背面板と、対向する一対の側面板とからなる
前記 該

開封長手方向

開封長手方向

、上面部のない



【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、柔軟なプラスチックフィルム製の密封性バッグが、板紙製の立方体若しくは直
方体形状カートンに内装された、特に軽量物の包装に適したバッグインカートンに関する
。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、柔軟なプラスチックフィルム製の密封性バッグが、板紙製の立方体若しくは直
方体形状カートンに内装された密封された包装容器としては、バッグインカートン（バッ
グインボックス）と称される容器が良く知られている。
【０００３】
このバッグインカートンは、一般的には、板紙やダンボールシートなどにより形成した立
方体若しくは直方体形状のカートン（紙箱）の内部にプラスチックフィルム製の密封性バ
ッグ（パウチ）を装填したものであり、主に液状の内容物を充填したバッグの外面は、カ
ートン内面に添うように密着して全面的若しくは部分的に貼着されていて、充填された内
容物によるバッグ内側からの荷重による破裂などに耐えるようにバッグを外側から被覆保
護している。
【０００４】
また、バッグには、スパウト（口栓）とキャップが取り付けられていて、内容物の注入、
注出や、開封、再封が可能な機能を備えている。
【０００５】
このバッグインカートンのバッグを被覆保護しているカートン（ボックス）は外観的には
通常のダンボールケースや板紙ケースの様なボックス形状を呈しており、充填内容物によ
るバッグ内圧に十分耐えるように、また積み重ね荷重にも十分に耐えるように、頑丈な強
度をもつ紙箱となっており、バッグ内に充填される内容物の重量に対応した十分な強度の
ものが使用される。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
このようなバッグインカートン型の容器においては、通常、例えば、１０ｋｇ～２０ｋｇ
以上の比較的重量のある液体内容物の充填包装に使用される場合が多く、その重量に耐え
る頑丈な強度のものが使用されており、外観的には、所謂、過剰包装的な容器としての印
象がある。
【０００７】
したがって、比較的軽量の内容物をバッグインカートン型の容器を用いて充填包装する場
合には、それに対応した十分な強度があればよく、バッグインカートンと同程度の機能性
や密封性や強度を備えていながら、外観的には過剰包装的でない容器を用いることが望ま
しい。
【０００８】
本発明は、バッグインカートン（バッグインボックス）と同程度の機能性や密封性や強度
を備えていながら、外観的には過剰包装的でない容器を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　本発明の請求項１に係る発明は、

筒状フィルム外周面に被覆貼着した
四角形筒状側部と、該筒状側部の一端に連設した底面板にて被覆される 筒

状フィルムの一端開口部を 底面板と共に折り曲げ貼着して密封形成した底部と、該筒状
側部の他端開口部外側に露呈する筒状フィルムの他端開口部内に一対の対向側部方向を

として取り付けた密封性ジッパーと、該密封性ジッパーに平行に他端開口部端
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立方体若しくは直方体形状の板紙製外側カートンと、
該カートン内面に密着したフィルム製内側バッグとからなるバッグインカートンにおいて
、 対向する正面板、背面板と、対向する一対の側面板
とからなる 前記

該
開

封長手方向



部に沿って形成した密封シール部とを備え、前記他端開口部側の筒状フィルムが前記一対
の対向側部の上端に沿ってそれぞれ三角形状に外側に折り返されて前記一対の対向側部に
貼着固定され、 立方体若しくは直方体形状の板紙製外側カートンと、該カー
トン内面に密着したフィルム製内側バッグとからなることを特徴とするバッグインカート
ンである。
【００１０】
　次に本発明の請求項２に係る発明は、

筒状フィルム外周面に被覆貼着した
四角形筒状側部と、該筒状側部の一端に連設した底面板にて被覆される

筒状フィルムの一端開口部を 底面板と共に折り曲げ貼着して密封形成した底部と、該
筒状側部の他端開口部外側に露呈する筒状フィルムの他端開口部内に一対の対向側部方向
を として取り付けた密封性ジッパーと、該密封性ジッパーに平行に他端開口
部端部に沿って形成した密封シール部と、前記一対の対向側部の上端に連設した直角二等
辺三角形面板に筒状フィルム外周面を貼着して形成した三角形折返部とを備え、該折返部
が外側に折り返されて前記一対の対向側部に固定され 立方体若しくは直方
体形状の板紙製外側カートンと、該カートン内面に密着したフィルム製内側バッグとから
なることを特徴とするバッグインカートンである。
【００１１】
次に本発明の請求項３に係る発明は、上記請求項２に係る発明のバッグインカートンにお
いて、前記三角形折返部が、前記一対の対向側部に形成された切込部内に三角形折返部の
直角二等辺三角形面板の頂角部を差し込むことにより固定されているバッグインカートン
である。
【００１２】
次に本発明の請求項４に係る発明は、上記請求項２に係る発明のバッグインカートンにお
いて、前記三角形折返部が、前記一対の対向側部に形成された切込部内に三角形折返部の
直角二等辺三角形面板の頂角部を差し込み貼着することにより固定されているバッグイン
カートンである。
【００１３】
　次に本発明の請求項５に係る発明は、

筒状フィルム外周面に被覆貼着した
四角形筒状側部と、該筒状側部の一端に連設した底面板にて被覆される

筒状フィルムの一端開口部を 底面板と共に折り曲げ貼着して密封形成した底部と、該
筒状側部の他端開口部外側に露呈する筒状フィルムの他端開口部内に一対の対向側部方向
を として取り付けた密封性ジッパーと、該密封性ジッパーに平行に他端開口
部端部に沿って形成した密封シール部と、該密封性ジッパーの 両側に凹凸エ
ンボスして形成したジッパー折目部とを備え、前記他端開口部側の筒状フィルムがジッパ
ージッパー折目部を介して前記一対の対向側部の上端に沿ってそれぞれ三角形状に外側に
折り返されて前記一対の対向側部に貼着固定され、 立方体若しくは直方体形
状の板紙製外側カートンと、該カートン内面に密着したフィルム製内側バッグとからなる
ことを特徴とするバッグインカートンである。
【００１４】
　次に本発明の請求項６に係る発明は、

筒状フィルム外周面に被覆貼着した
四角形筒状側部と、該筒状側部の一端に連設した底面板にて被覆される

筒状フィルムの一端開口部を 底面板と共に折り曲げ貼着して密封形成した底部と、該
筒状側部の他端開口部外側に露呈する筒状フィルムの他端開口部内に一対の対向側部方向
を として取り付けた密封性ジッパーと、該密封性ジッパーに平行に他端開口
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上面部のない

立方体若しくは直方体形状の板紙製外側カートン
と、該カートン内面に密着したフィルム製内側バッグとからなるバッグインカートンにお
いて、 対向する正面板、背面板と、対向する一対の側
面板とからなる 前
記 該

開封長手方向

、上面部のない

立方体若しくは直方体形状の板紙製外側カートン
と、該カートン内面に密着したフィルム製内側バッグとからなるバッグインカートンにお
いて、 対向する正面板、背面板と、対向する一対の側
面板とからなる 前
記 該

開封長手方向
開封長手方向

上面部のない

立方体若しくは直方体形状の板紙製外側カートン
と、該カートン内面に密着したフィルム製内側バッグとからなるバッグインカートンにお
いて、 対向する正面板、背面板と、対向する一対の側
面板とからなる 前
記 該

開封長手方向



部端部に沿って形成した密封シール部と、該密封性ジッパーの 両側に凹凸エ
ンボスして形成したジッパー折目部と、前記一対の対向側部の上端に連設した直角二等辺
三角形面板に筒状フィルム外周面を貼着して形成した三角形折返部とを備え、該折返部が
ジッパー折目部を介して外側に折り返されて前記一対の対向側部に固定され

立方体若しくは直方体形状の板紙製外側カートンと、該カートン内面に密着したフィル
ム製内側バッグとからなることを特徴とするバッグインカートンである。
【００１５】
次に本発明の請求項７に係る発明は、上記請求項６に係る発明のバッグインカートンにお
いて、前記三角形折返部が、前記一対の対向側部に形成された切込部内に三角形折返部の
直角二等辺三角形面板の頂角部を差し込むことにより固定されているバッグインカートン
である。
【００１６】
次に本発明の請求項８に係る発明は、上記請求項６に係る発明のバッグインカートンにお
いて、前記三角形折返部が、前記一対の対向側部に形成された切込部内に三角形折返部の
直角二等辺三角形面板の頂角部を差し込み貼着することにより固定されているバッグイン
カートンである。
【００１７】
【作用】
本発明の請求項１、請求項２に係る発明は、立方体若しくは直方体形状に形成された板紙
製の外側カートンＡと、そのカートンＡの内側に装着したジッパー付の密封性のあるフィ
ルム製の内側バッグとからなる立方体又は直方体形状のバッグインカートンであり、カー
トンＡの上部は板紙製のカートン構成面がなく、カートン上部が省略化されていて、密封
性ジッパー２３を取り付けたフィルム製の内側バッグ構成面は外側に露呈している。
【００１８】
このように請求項１、請求項２に係る発明においては、外側カートンの上面部（天部）が
省略化されているため、過剰包装的でない軽量化された適正強度をもつ再封可能な密封性
のバッグインカートンとしての形態を確保することができるものである。
【００１９】
本発明の請求項３に係る発明は、上記請求項２に係る発明のバッグインカートンの三角形
折返部を、外側カートンの一対の対向側部に形成した切込部内に直角二等辺三角形面板の
頂角部を差し込むことにより側部に固定することができ、固定に際して接着剤や粘着剤を
使用せずに、容易且つ手軽にカートン側部に対して固定でき、また、前記側部に対する三
角形折返部の固定と固定解除とを容易に且つ繰り返し行うことができ、開封されたバッグ
インカートンのジッパーによる再封毎に、その三角形折返部を側部の切込部に差し込んで
、容易且つ手軽に繰り返し固定あるいは固定解除をすることができる。
【００２０】
本発明の請求項４に係る発明は、上記請求項２に係る発明のバッグインカートンの三角形
折返部を、外側カートンの一対の対向側部に形成した切込部内に直角二等辺三角形面板の
頂角部を差し込むことにより側部に固定することができるとともに、固定に際して接着剤
や粘着剤などを使用して、容易且つ手軽にカートン側部に対して固定でき、また、前記側
部に対する三角形折返部の固定と固定解除とを容易に且つ繰り返し行うことができ、開封
されたバッグインカートンのジッパーによる再封毎に、その三角形折返部を側部の切込部
に差し込んで、容易且つ手軽に繰り返し固定あるいは固定解除をすることができる。
【００２１】
本発明の請求項５、請求項６に係る発明は、立方体若しくは直方体形状に形成された板紙
製の外側カートンＡと、そのカートンＡの内側に装着したジッパー付の密封性のあるフィ
ルム製の内側バッグとからなる立方体又は直方体形状のバッグインカートンであり、カー
トンＡの上部は板紙製のカートン構成面がなく、カートン上部が省略化されていて、密封
性ジッパー２３を取り付けたフィルム製の内側バッグ構成面は外側に露呈しており、筒状
フィルムの端部開口部に取り付けられた再封可能な密封性ジッパーの長手方向両側には凹
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凸エンボスにより形成されたジッパー折目部が施されている。
【００２２】
このように請求項５、請求項６に係る発明においては、外側カートンの上面部（天部）が
省略化されているため、過剰包装的でない軽量化された適正強度をもつ再封可能な密封性
のバッグインカートンとしての形態を確保することができるものである。
【００２３】
また、上記請求項５に係る発明において、筒状フィルムが外側カートンの一対の対向側部
の上端に沿って三角形状に外側に密封性ジッパーと共に折り返されて前記一対の対向側部
に貼着固定されて立方体若しくは直方体形状に組み立てられる際に、また、上記請求項２
に係る発明において、外側カートンの一対の対向側部の上端に連設した直角二等辺三角形
面板と筒状フィルムとによる三角形折返部が外側に密封性ジッパーと共に折り返されて前
記一対の対向側部に貼着固定されて立方体若しくは直方体形状に組み立てられる際に、比
較的剛性のある密封性ジッパーをその長手方向に沿って外側に湾曲させることなく、ジッ
パー折目部から直角に屈曲させて直線的に容易に折り返すことができ、バッグインカート
ンをきれいな整った形状の立方体若しくは直方体形状に組み立てることができる。
【００２４】
本発明の請求項７に係る発明は、上記請求項６に係る発明のバッグインカートンの三角形
折返部を、外側カートンの一対の対向側部に形成した切込部内に直角二等辺三角形面板の
頂角部を差し込むことにより側部に固定することができ、固定に際して接着剤や粘着剤を
使用せずに、容易且つ手軽にカートン側部に対して固定でき、また、前記側部に対する三
角形折返部の固定と固定解除とを容易に且つ繰り返し行うことができ、開封されたバッグ
インカートンのジッパーによる再封毎に、その三角形折返部を側部の切込部に差し込んで
、容易且つ手軽に繰り返し固定あるいは固定解除をすることができる。
【００２５】
本発明の請求項８に係る発明は、上記請求項６に係る発明のバッグインカートンの三角形
折返部を、外側カートンの一対の対向側部に形成した切込部内に直角二等辺三角形面板の
頂角部を差し込むことにより側部に固定することができるとともに、固定に際して接着剤
や粘着剤などを使用して、容易且つ手軽にカートン側部に対して固定でき、また、前記側
部に対する三角形折返部の固定と固定解除とを容易に且つ繰り返し行うことができ、開封
されたバッグインカートンのジッパーによる再封毎に、その三角形折返部を側部の切込部
に差し込んで、容易且つ手軽に繰り返し固定あるいは固定解除をすることができる。
【００２６】
【発明の実施の形態】
本発明の請求項１に係る発明のバッグインカートンを、実施の形態に従って以下に詳細に
説明する。
【００２７】
図１（ａ）は、本発明の請求項１に係るバッグインカートンにおける板紙製の外側カート
ンＡの展開図であり、図１（ｂ）は、その外側カートンＡの内側に装着される透明乃至半
透明又は不透明の柔軟な合成樹脂フィルム製の内側バッグＢ（袋）の平面図である。
【００２８】
外側カートンＡは図１（ａ）に示すように、正面板１の両側端に折目ａを介して側面板２
、２が連設され、一方側の側面板２の側端に折目ｂを介して背面板３が連設され、該背面
板３の側端に折目ｃを介して貼着板４が連設されている。
【００２９】
前記正面板１、側面板２、２、背面板３のそれぞれ下端には、折目ｄを介してそれぞれ底
部５となる底面板６、７、８が連設されている。
【００３０】
前記各々側面板２の下端の底面板７、７は折目ａと平行な折目ｆにより二等分されている
。
【００３１】
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内側バッグＢは図１（ｂ）に示すように、筒状の合成樹脂フィルム２０により形成され、
その上端開口部２１と下端開口部２２とを備え、その筒状フィルム２０の上端開口部２１
内には、密封、開封、再封可能なジッパー２３が取り付けられ、前記筒状フィルム２０の
偏平形状における水平方向の幅と、正面板１及び背面板３の幅とは、互いに略等しい幅と
なっている。なお、ジッパー２３の構造は本発明においては特に限定するものではないが
、一般的に公知のジッパーとして例えば直線凹溝の形成された凹溝テープと直線凸部の形
成された凸テープとの凹凸嵌合方式によるジッパー２３が適当である。
【００３２】
図２に示すように、外側カートンＡの正面板１上には、内側バッグＢがそのジッパー２３
を取り付けた上端開口部２１を底部５に対して反対側にして重ね合わせられて、その重ね
合わせ内面が、部分的又は全面的に又はその重ね合わせ内面の外周に沿って互いに貼着さ
れている。なお、この貼着方式は、本発明においては特に限定されるものではないが、例
えば感熱接着剤、感圧接着剤（粘着剤）、感熱粘着剤などの接着剤を使用して行うことが
できる。また、接着剤の適用領域は、その全面領域、部分領域のいずれでもよく、またポ
ンイト（点状）接着、線状接着などでもよい。また例えばホットメルト型の接着剤を使用
することも可能である。
【００３３】
図３に示すように、外側カートンＡの正面板１上に重ね合わせた内側バッグＢの上面には
、一方の折目ｆを介して一方の側面板２の半側面板２ｂと背面板３とが折り返されて重ね
合わせられている。
【００３４】
続いて、図４に示すように、他方の折目ｆを介して他方の側面板２の半側面板２ｂが貼着
板４上に折り返されて重ね合わせられて該貼着板４と半側面板２ｂとが貼着されている。
【００３５】
またフィルム製の内側バッグＢの外面を被覆するように四角形筒状側部１０が形成されて
いる。なお、この貼着方式は、本発明においては特に限定されるものではないが、例えば
感熱接着剤、感圧接着剤（粘着剤）、感熱粘着剤などの接着剤を使用して行うことができ
る。また、接着剤の適用領域は、その全面領域、部分領域のいずれでもよく、またポンイ
ト（点状）接着、線状接着などでもよい。また例えばホットメルト型の接着剤を使用する
ことも可能である。
【００３６】
本発明のバッグインカートンは、図４に示すように、外側カートンＡの四角形筒状側部１
０により内側バッグＢを被覆していて、立体的に組み立て形成する以前においては偏平形
状となっている。
【００３７】
図４に示す組み立て以前の偏平形状の本発明のバッグインカートンは、その両外側の二つ
折りになっている側面板２、２を、折目ｆ、ｆをカートン内方に押すことにより平坦にす
ることにより、図５に示すような角筒状に立ち起こすことができる。
【００３８】
そして、外側カートンＡの各々側面板２、２下端にある互いに対向する底面板７、７を、
折目ｄを介して内側バッグＢの下端開口部２２を形成している筒状フィルム２０と共にカ
ートン内方に水平に折り曲げた後、正面板１と背面板３のそれぞれ下端の対向する底面板
６、８を、筒状フィルム２０と共にカートン内方に水平にその水平に折り曲げた底面板７
、７上に折り重ねて、底面板７、７とその上に重ね合わせた底面板６とを貼着固定し、該
底面板６とその上に重ね合わせた底面板８とを貼着固定して底部５が形成されて、本発明
のバッグインカートンは立方体又は直方体形状となっている。
【００３９】
なお、内側バッグＢの少なくとも下端開口部２２内面には、熱接着性の合成樹脂層（シー
ラント層）が形成されていて、貼着固定された前記底部５と共に折り込まれている内側バ
ッグＢの筒状フィルム２０下端開口部は、その底部５の上下面（内外面）より加熱シール
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手段により加熱押圧されて密封状態にシールされている。なお、底部５の上面（内面）に
は、内側バッグＢの筒状フィルム２０上端開口部２１に取り付けられているジッパー２３
を開封状態にして、その開封された上端開口部２１よりバッグＢ内部に加熱シール手段（
加熱押圧部材又は押圧受部材のいずれか一方）を介入させることにより底部５は加熱シー
ルされている。
【００４０】
図２４は、底部５を形成して立方体又は直方体形状となった外側カートンＡと内側バッグ
Ｂとにより構成された本発明のバッグインカートンであり、内側バッグＢの筒状フィルム
２０上端開口部２１に取り付けられているジッパー２３を封鎖した状態を示し、本発明の
バッグインカートンにおいては、図示するようにジッパー２３の長手方向は外側カートン
Ａの角筒状上端部の一辺に対して略平行な方向となっている。
【００４１】
本発明のバッグインカートンの内側バッグＢの筒状フィルム２０上端開口部２１に取り付
けられたジッパー２３より、さらに上方の筒状フィルム２０最上端部には、図２４に示す
ように内側バッグＢ内に液状物などの内容物を充填した後において加熱シールされて密封
シール部２４が形成されていて、バッグインカートンを開封する際は、まずジッパー２３
と密封シール部２４との間に沿ってフィルム２０を切り裂き、続いてジッパー２３を開封
することにより行う。そして、再封はそのジッパー２３を用いて行うものである。
【００４２】
本発明のバッグインカートンは、図２４に示すように外側カートンＡの各々側面板２、２
の上端より内側バッグＢの上端開口部２１のフィルム２０が、図７～図８に示すように、
側面板２、２の外面に重なるように三角形状に折り返されて、各々側面板２、２の外面に
そのそれぞれ三角形状フィルム２０を貼着固定することにより組み立てられている。
【００４３】
側面板２と三角形状フィルム２０との貼着方式としては、本発明においては特に限定され
るものではないが、例えば、感熱接着剤、感圧接着剤（粘着剤）、感熱粘着剤などの接着
剤を用いて行うことができ、側面板２と三角形状フィルム２０との重ね合わせ内面におけ
る接着剤の適用領域は、その全面領域、部分領域のいずれでもよく、またポンイト（点状
）接着、線状接着などでもよい。また例えばホットメルト型の接着剤を使用することも可
能である。
【００４４】
本発明の請求項２に係る発明のバッグインカートンを、実施の形態に従って以下に詳細に
説明する。
【００４５】
図９（ａ）は、本発明の請求項２に係るバッグインカートンにおける板紙製の外側カート
ンＡの展開図であり、図９（ｂ）は、その外側カートンＡの内側に装着される透明乃至半
透明又は不透明の柔軟な合成樹脂フィルム製の内側バッグＢ（袋）の平面図である。
【００４６】
外側カートンＡは図９（ａ）に示すように、正面板１の両側端に折目ａを介して側面板２
、２が連設され、一方側の側面板２の側端に折目ｂを介して背面板３が連設され、該背面
板３の側端に折目ｃを介して貼着板４が連設されている。
【００４７】
前記正面板１、側面板２、２、背面板３のそれぞれ下端には、折目ｄを介してそれぞれ底
面板６、７、８が連設され、側面板２、２の上端には、折目ｅを介してそれぞれ直角二等
辺三角形面板９、９（三角フラップ）が連設されている。
【００４８】
前記各々側面板２と、その上端の三角形面板９と、その下端の底面板７、７は折目ａと平
行な折目ｆにより二等分されている。
【００４９】
内側バッグＢは図９（ｂ）に示すように、筒状の合成樹脂フィルム２０により形成され、
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その上端開口部２１と下端開口部２２とを備え、その筒状フィルム２０の上端開口部２１
内には、密封、開封、再封可能なジッパー２３が取り付けられ、前記筒状フィルム２０の
偏平形状における水平方向の幅と、正面板１及び背面板３の幅とは、互いに略等しい幅と
なっている。なお、ジッパー２３の構造は本発明においては特に限定するものではないが
、一般的に公知のジッパーとして例えば直線凹溝の形成された凹溝テープと直線凸部の形
成された凸テープとの凹凸嵌合方式によるジッパー２３が適当である。
【００５０】
図１０に示すように、外側カートンＡの正面板１上には、内側バッグＢがそのジッパー２
３を取り付けた上端開口部２１を三角形面板９側にして重ね合わせられて、その重ね合わ
せ内面が、部分的又は全面的に又はその重ね合わせ内面の外周に沿って互いに貼着されて
いる。なお、この貼着方式は、本発明においては特に限定されるものではないが、例えば
、感熱接着剤、感圧接着剤（粘着剤）、感熱粘着剤などの接着剤を使用して行うことがで
きる。また、接着剤の適用領域は、その全面領域、部分領域のいずれでもよく、またポン
イト（点状）接着、線状接着などでもよい。また例えばホットメルト型の接着剤を使用す
ることも可能である。
【００５１】
図１１に示すように、外側カートンＡの正面板１上に重ね合わせた内側バッグＢの上面に
は、一方の折目ｆを介して一方の側面板２の半側面板２ｂと背面板３とが折り返されて重
ね合わせられている。
【００５２】
続いて、図１２に示すように、他方の折目ｆを介して他方の側面板２の半側面板２ｂが貼
着板４上に折り返されて重ね合わせられて該貼着板４と半側面板２ｂとが貼着されている
。
【００５３】
また各々側面板２、２の上端にあるそれぞれ三角形面板９、９の内面は、内側バッグＢ側
に貼着されて、フィルム製の内側バッグＢの外面を被覆するように四角形筒状側部１０が
形成されている。なお、この貼着方式は、本発明においては特に限定されるものではない
が、例えば感熱接着剤、感圧接着剤（粘着剤）、感熱粘着剤などの接着剤を使用して行う
ことができる。また、接着剤の適用領域は、その全面領域、部分領域のいずれでもよく、
またポンイト（点状）接着、線状接着などでもよい。また例えばホットメルト型の接着剤
を使用することも可能である。
【００５４】
本発明のバッグインカートンは、図１２に示すように、外側カートンＡの四角形筒状側部
１０により内側バッグＢを被覆していて、立体的に組み立て形成する以前においては偏平
形状となっている。
【００５５】
図１２に示す組み立て以前の偏平形状の本発明のバッグインカートンは、その両外側の二
つ折りになっている側面板２、２を、折目ｆ、ｆをカートン内方に押すことにより平坦に
することにより、図１３に示すように外側カートンＡと、内側バッグＢの筒状の合成樹脂
フィルム２０とを角筒状体に立ち起こすことができる。筒状の合成樹脂フィルム２０はジ
ッパー２３を備えた上端開口部２１と、後において外側カートンＡの底面板６、７、７、
８により被覆される下端開口部２２とを備え、角筒状に立ち起こした後は、上端開口部２
１側又は下端開口部２２側のいずれか一方の開口部を密封シールした後に、他方の開口部
を充填用開口部として内容物を充填し、その後、前記充填用開口部（ジッパー側であれば
ジッパー２３）を封鎖し密封シールする。なお、図１２に示す偏平形状のバッグインカー
トンにおいては、予めジッパー２３を閉じ、その上端開口部２１の上縁をシールして密封
するか、あるいは予め閉じた状態でバッグを作製しておくこともできる。この場合、内容
物の充填は下端開口部２２から行うこととなる。
【００５６】
上記バッグＢの下端開口部２２の密封シールと、外側カートンＡの底面板６、７、７、８
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の封鎖は、例えば、バッグの下端開口部２２を、図の左右方向に引っ張りながら表裏を重
ね合わせるようにして、重ね合わせた開口端縁を脱気しながら偏平にヒートシールするこ
とにより密封し、当該偏平シール部分を底面と平行になるように折り倒し、次いで底面板
７、７を折目ｄを介して上記シールされたバッグ下端のフィルムと共にカートン内方に水
平に折り曲げた後、底面板７、７の所定位置に接着剤（例えばホットメルト接着剤）を塗
布し、正面板１と背面板３のそれぞれ下端の対向する底面板６、８を、カートン内方に水
平にして、先に折り曲げた前記底面板７、７上に折り重ねて接着固定することにより、行
うことができる。なお、接着剤は、必要に応じて底面板６（又は８）に塗布することもで
きる。
【００５７】
なお、内側バッグＢの少なくとも下端開口部２２内面には、熱接着性の合成樹脂層（シー
ラント層）が形成されていて、下端開口部２２の上記ヒートシールが可能となっている。
【００５８】
図１４は、底部５を形成して立方体又は直方体形状となった外側カートンＡと内側バッグ
Ｂとにより構成された本発明のバッグインカートンであり、内側バッグＢの筒状フィルム
２０上端開口部２１に取り付けられているジッパー２３を封鎖した状態を示し、本発明の
バッグインカートンにおいては、図示するようにジッパー２３の長手方向は外側カートン
Ａの角筒状上端部の一辺に対して略平行な方向となっている。
【００５９】
本発明のバッグインカートンの内側バッグＢの筒状フィルム２０上端開口部２１に取り付
けられたジッパー２３より、さらに上方の筒状フィルム２０最上端部には、加熱加圧にて
密封シールされ密封シール部２４が形成されていて、バッグインカートンを開封する際は
、まずジッパー２３と密封シール部２４との間に沿ってフィルム２０を切り裂き、続いて
ジッパー２３を開封することにより行う。そして、再封はそのジッパー２３を用いて行う
ものである。
【００６０】
本発明のバッグインカートンは、図１４に示すように外側カートンＡの各々側面板２、２
の上端にあるそれぞれ三角形面板９、９を、折目ｅを介してその内面に貼着している内側
バッグＢのフィルム２０と共に、図１５～図１６に示すように側面板２、２の外面に重な
るように折り返されて、各々側面板２、２の外面にそれぞれ三角形面板９、９を貼着固定
することにより組み立てられている。
【００６１】
側面板２と三角形面板９との貼着方式としては、本発明においては特に限定されるもので
はないが、例えば、感熱接着剤、感圧接着剤（粘着剤）、感熱粘着剤などの接着剤を用い
て行うことができ、側面板２と三角形面板９との重ね合わせ内面における接着剤の適用領
域は、その全面領域、部分領域のいずれでもよく、またポンイト（点状）接着、線状接着
などでもよい。また例えばホットメルト型の接着剤を使用することも可能である。
【００６２】
本発明の請求項３、請求項４に係る発明のバッグインカートンの実施の形態としては、例
えば図１７～図１８に示すように、外側カートンＡの各々側面板２、２上端にあるそれぞ
れ三角形面板９、９の頂角先端部９ｃ部分領域（一点鎖線より矢印方向側の領域）には、
内側バッグＢ側に貼着されない非貼着領域が形成され、頂角先端部９ｃ部分以外の領域（
一点鎖線より矢印方向と反対側の領域）には、内側バッグＢ側に貼着された貼着領域が形
成され、そして外側カートンＡの各々側面板２、２には、予めカートン展開図（図９（ａ
）のブランク図）の状態において、図１７に示すように切込部１１が刻切されている。
【００６３】
なお、この貼着方式は、本発明においては特に限定されるものではないが、例えば感熱接
着剤、感圧接着剤（粘着剤）、感熱粘着剤などの接着剤を使用して行うことができ、また
、接着剤の適用領域は、その全面領域、部分領域のいずれでもよく、また、ポンイト（点
状）接着、線状接着などでもよい。また例えばホットメルト型の接着剤を使用することも
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可能である。
【００６４】
そして、図１８に示すように、三角形面板９、９の頂角先端部９ｃ部分を各々側面板２、
２の切込部１１内に差し込むことにより、内側バッグＢのフィルム２０を貼着した三角形
面板９、９を接着剤や粘着剤を使用しないで各々側面板２、２に固定するようにしてもよ
い。また、前記切込部１１内に三角形面板９を差し込み固定する際には、必要に応じて接
着剤や粘着剤（両面粘着テープやシート）を併用してもよく、切込部１１近傍の外側カー
トン側面板２と三角形面板９との重ね合わせ内面に前記接着剤や粘着剤を適用するもので
ある。
【００６５】
次に、本発明の請求項５に係る発明のバッグインカートンを、実施の形態に従って以下に
詳細に説明する。
【００６６】
図１９（ａ）は、本発明の請求項５に係るバッグインカートンにおける板紙製の外側カー
トンＡの展開図であり、図１９（ｂ）は、その外側カートンＡの内側に装着される透明乃
至半透明、又は不透明の柔軟な合成樹脂フィルム製の内側バッグＢ（袋）の平面図、図１
９（ｃ）は、図１９（ｂ）のＬ－Ｌ断面図である。
【００６７】
外側カートンＡは図１９（ａ）に示すように、正面板１の両側端に折目ａを介して側面板
２、２が連設され、一方側の側面板２の側端に折目ｂを介して背面板３が連設され、該背
面板３の側端に折目ｃを介して貼着板４が連設されている。
【００６８】
前記正面板１、側面板２、２、背面板３のそれぞれ下端には、折目ｄを介してそれぞれ底
面板６、７、８による底部５が連設されている。
【００６９】
前記各々側面板２と、その下端の底面板７、７は折目ａと平行な折目ｆにより二等分され
ている。
【００７０】
内側バッグＢは図１９（ｂ）に示すように、筒状の合成樹脂フィルム２０により形成され
ていて、その上端開口部２１と下端開口部２２とを備え、その筒状フィルム２０の上端開
口部２１内には、密封、開封、再封可能なジッパー２３が取り付けられている。
【００７１】
前記筒状フィルム２０の偏平形状における水平方向の幅は、正面板１（又は背面板３）の
幅と、その両側の半側面板２ａと２ａの幅の合計の幅に略等しい幅となっている。
【００７２】
そして、内側バッグＢは図１９（ｂ）の平面図に示すように、ジッパー２３の長手方向の
両端側に、筒状フィルム上より凹凸エンボスして形成されたジッパー折目部２５、２５を
備えている。
【００７３】
ジッパー折目部２５、２５は図１９（ｂ）及び図１９（ｃ）に示す図１９（ｂ）のＬ－Ｌ
断面図に示すように、筒状フィルム２０の上端開口部２１内に取り付けたジッパー２３を
、その筒状フィルム２０の一面から他面側（図中フィルム２０の上面から下面側）に向か
って凹凸エンボス用雄型を他面側の凹凸エンボス用雌型に対して押圧動作（フィルム溶融
温度以下の加熱温度（ガラス転移点以下の温度）にて加熱しながら押圧又は非加熱押圧動
作）して、筒状フィルム２０と共に例えばジグザグ状若しくは波状に凹凸エンボス加工す
ることにより形成されている。
【００７４】
これによって内側バッグＢのジッパー２３の両端側は、折目部２５、２５を介して凹凸エ
ンボス用雄型側（筒状フィルム２０上面側）に容易に折り曲げることができるようになっ
ている。
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【００７５】
図２０に示すように、外側カートンＡの正面板１上には、内側バッグＢがそのジッパー２
３を取り付けた上端開口部２１を底部５と反対側にして重ね合わせられて、その重ね合わ
せ内面が、部分的又は全面的に又はその重ね合わせ内面の外周に沿って互いに貼着されて
いる。なお、この貼着方式は、本発明においては特に限定されるものではないが、例えば
、感熱接着剤、感圧接着剤（粘着剤）、感熱粘着剤などの接着剤を使用して行うことがで
きる。また、接着剤の適用領域は、その全面領域、部分領域のいずれでもよく、またポン
イト（点状）接着、線状接着などでもよい。また例えばホットメルト型の接着剤を使用す
ることも可能である。
【００７６】
図２１に示すように、外側カートンＡの正面板１上に重ね合わせた内側バッグＢの上面に
は、一方の折目ｆを介して一方の側面板２の半側面板２ｂと背面板３とが折り返されて重
ね合わせられている。
【００７７】
続いて、図２２に示すように、他方の折目ｆを介して他方の側面板２の半側面板２ｂが貼
着板４上に折り返されて重ね合わせられて該貼着板４と半側面板２ｂとが貼着されている
。
【００７８】
またフィルム製の内側バッグＢの外面を被覆するように四角形筒状側部１０が形成されて
いる。なお、この貼着方式は、本発明においては特に限定されるものではないが、例えば
感熱接着剤、感圧接着剤（粘着剤）、感熱粘着剤などの接着剤を使用して行うことができ
る。また、接着剤の適用領域は、その全面領域、部分領域のいずれでもよく、またポンイ
ト（点状）接着、線状接着などでもよい。また例えばホットメルト型の接着剤を使用する
ことも可能である。
【００７９】
本発明のバッグインカートンは、図２２に示すように、外側カートンＡの四角形筒状側部
１０により内側バッグＢを被覆していて、立体的に組み立て形成する以前においては偏平
形状となっている。
【００８０】
図２２に示す組み立て以前の偏平形状の本発明のバッグインカートンは、その両外側の二
つ折りになっている側面板２、２を、折目ｆ、ｆをカートン内方に押すことにより平坦に
することにより、図２３に示すように外側カートンＡと、内側バッグＢの筒状の合成樹脂
フィルム２０とを角筒状体に立ち起こすことができる。筒状の合成樹脂フィルム２０はジ
ッパー２３を備えた上端開口部２１と、後において外側カートンＡの底面板６、７、７、
８により被覆される下端開口部２２とを備え、角筒状に立ち起こした後は、上端開口部２
１側又は下端開口部２２側のいずれか一方の開口部を密封シールした後に、他方の開口部
を充填用開口部として内容物を充填し、その後、前記充填用開口部（ジッパー側であれば
ジッパー２３）を封鎖し密封シールする。なお、図２２に示す偏平形状のバッグインカー
トンにおいては、予めジッパー２３を閉じ、その上端開口部２１の上縁をシールして密封
するか、あるいは予め閉じた状態でバッグを作製しておくこともできる。この場合、内容
物の充填は下端開口部２２から行うこととなる。
【００８１】
上記バッグＢの下端開口部２２の密封シールと、外側カートンＡの底面板６、７、７、８
の封鎖は、例えば、バッグの下端開口部２２を、図の左右方向に引っ張りながら表裏を重
ね合わせるようにして、重ね合わせた開口端縁を脱気しながら偏平にヒートシールするこ
とにより密封し、当該偏平シール部分を底面と平行になるように折り倒し、次いで底面板
７、７を折目ｄを介して上記シールされたバッグ下端のフィルムと共にカートン内方に水
平に折り曲げた後、底面板７、７の所定位置に接着剤（例えばホットメルト接着剤）を塗
布し、正面板１と背面板３のそれぞれ下端の対向する底面板６、８を、カートン内方に水
平にして、先に折り曲げた前記底面板７、７上に折り重ねて接着固定することにより、行
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うことができる。なお、接着剤は、必要に応じて底面板６（又は８）に塗布することもで
きる。
【００８２】
なお、内側バッグＢの少なくとも下端開口部２２内面には、熱接着性の合成樹脂層（シー
ラント層）が形成されていて、下端開口部２２の上記ヒートシールが可能となっている。
【００８３】
図２４は、底部５を形成して立方体又は直方体形状となった外側カートンＡと内側バッグ
Ｂとにより構成された本発明のバッグインカートンであり、内側バッグＢの筒状フィルム
２０の上端開口部２１に取り付けられているジッパー２３を封鎖した状態を示し、本発明
のバッグインカートンにおいては、図示するようにジッパー２３の長手方向は外側カート
ンＡの角筒状上端部の一辺に対して略平行な方向となっている。
【００８４】
本発明のバッグインカートンの内側バッグＢの筒状フィルム２０上端開口部２１に取り付
けられたジッパー２３より、さらに上方の筒状フィルム２０最上端部には、図２４に示す
ように加熱加圧にて密封シールされ密封シール部２４が形成されていて、バッグインカー
トンを開封する際は、まずジッパー２３と密封シール部２４との間に沿ってフィルム２０
を切り裂き、続いてジッパー２３を開封することにより行う。そして、再封はそのジッパ
ー２３を用いて行うものである。
【００８５】
本発明のバッグインカートンは、図２４に示すように外側カートンＡの各々側面板２、２
の上端より、内側バッグＢの上端開口部２１のフィルム２０を、図２５～図２６に示すよ
うに側面板２、２の外面に重なるように三角形状に直角に折り返して、各々側面板２、２
の外面に、その三角形状フィルム２０を貼着固定することにより立方体又は直方体形状に
組み立てられている。
【００８６】
本発明のバッグインカートンにおいては、内側バッグＢの上端開口部２１の三角形状フィ
ルム２０が側面板２、２の外面に重なるように折り返される際に、筒状フィルム２０上端
開口部２１に取り付けられた比較的剛性のあるジッパー２３は、折目部２５、２５を介し
て、容易にその両端側が直角に折り曲げられ、折り曲げる時にその折目部２５、２５の間
のジッパー２３の長手方向が湾曲することなく直線的に、内側バッグＢの上面部を平坦に
保持した状態で、外側カートンＡの側面板２、２の外面に重なるように直角に折り曲げら
れる。
【００８７】
側面板２と三角形面板９との貼着方式としては、本発明においては特に限定されるもので
はないが、例えば、感熱接着剤、感圧接着剤（粘着剤）、感熱粘着剤などの接着剤を用い
て行うことができ、側面板２と三角形面板９との重ね合わせ内面における接着剤の適用領
域は、その全面領域、部分領域のいずれでもよく、またポンイト（点状）接着、線状接着
などでもよい。また例えばホットメルト型の接着剤を使用することも可能である。
【００８８】
次に本発明の請求項６に係る発明のバッグインカートンを、実施の形態に従って以下に詳
細に説明する。
【００８９】
図２７（ａ）は、本発明の請求項６に係るバッグインカートンにおける板紙製の外側カー
トンＡの展開図であり、図２７（ｂ）は、その外側カートンＡの内側に装着される透明乃
至半透明、又は不透明の柔軟な合成樹脂フィルム製の内側バッグＢ（袋）の平面図、図２
７（ｃ）は、図２７（ｂ）のＬ－Ｌ断面図である。
【００９０】
外側カートンＡは図２７（ａ）に示すように、正面板１の両側端に折目ａを介して側面板
２、２が連設され、一方側の側面板２の側端に折目ｂを介して背面板３が連設され、該背
面板３の側端に折目ｃを介して貼着板４が連設されている。
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【００９１】
前記正面板１、側面板２、２、背面板３のそれぞれ下端には、折目ｄを介してそれぞれ底
面板６、７、８が連設され、側面板２、２の上端には、折目ｅを介してそれぞれ直角二等
辺三角形面板９、９（三角フラップ）が連設されている。
【００９２】
前記各々側面板２と、その上端の三角形面板９と、その下端の底面板７、７は折目ａと平
行な折目ｆにより二等分されている。
【００９３】
内側バッグＢは図２７（ｂ）に示すように、筒状の合成樹脂フィルム２０により形成され
ていて、その上端開口部２１と下端開口部２２とを備え、その筒状フィルム２０の上端開
口部２１内には、密封、開封、再封可能なジッパー２３が取り付けられている。
【００９４】
前記筒状フィルム２０の偏平形状における水平方向の幅は、正面板１（又は背面板３）の
幅と、その両側の半側面板２ａと２ａの幅の合計の幅に略等しい幅となっている。
【００９５】
そして、内側バッグＢは図２７（ｂ）の平面図に示すように、ジッパー２３の長手方向の
両端側に、筒状フィルム上より凹凸エンボスして形成されたジッパー折目部２５、２５を
備えている。
【００９６】
ジッパー折目部２５、２５は図２７（ｂ）及び図２７（ｃ）に示す図２７（ｂ）のＬ－Ｌ
断面図に示すように、筒状フィルム２０の上端開口部２１内に取り付けたジッパー２３を
、その筒状フィルム２０の一面から他面側（図中フィルム２０の上面から下面側）に向か
って凹凸エンボス用雄型を他面側の凹凸エンボス用雌型に対して押圧動作（フィルム溶融
温度以下の加熱温度（ガラス転移点以下の温度）にて加熱しながら押圧又は非加熱押圧動
作）して、筒状フィルム２０と共に例えばジグザグ状若しくは波状に凹凸エンボス加工す
ることにより形成されている。
【００９７】
これによって内側バッグＢのジッパー２３の両端側は、折目部２５、２５を介して凹凸エ
ンボス用雄型側（筒状フィルム２０上面側）に容易に折り曲げることができるようになっ
ている。
【００９８】
図２８に示すように、外側カートンＡの正面板１上には、内側バッグＢがそのジッパー２
３を取り付けた上端開口部２１を三角形面板９側にして重ね合わせられて、その重ね合わ
せ内面が、部分的又は全面的に又はその重ね合わせ内面の外周に沿って互いに貼着されて
いる。なお、この貼着方式は、本発明においては特に限定されるものではないが、例えば
、感熱接着剤、感圧接着剤（粘着剤）、感熱粘着剤などの接着剤を使用して行うことがで
きる。また、接着剤の適用領域は、その全面領域、部分領域のいずれでもよく、またポン
イト（点状）接着、線状接着などでもよい。また例えばホットメルト型の接着剤を使用す
ることも可能である。
【００９９】
図２９に示すように、外側カートンＡの正面板１上に重ね合わせた内側バッグＢの上面に
は、一方の折目ｆを介して一方の側面板２の半側面板２ｂと背面板３とが折り返されて重
ね合わせられている。
【０１００】
続いて、図３０に示すように、他方の折目ｆを介して他方の側面板２の半側面板２ｂが貼
着板４上に折り返されて重ね合わせられて該貼着板４と半側面板２ｂとが貼着されている
。
【０１０１】
また各々側面板２、２の上端にあるそれぞれ三角形面板９、９の内面は、内側バッグＢ側
に貼着されて、フィルム製の内側バッグＢの外面を被覆するように四角形筒状側部１０が

10

20

30

40

50

(14) JP 3903708 B2 2007.4.11



形成されている。なお、この貼着方式は、本発明においては特に限定されるものではない
が、例えば感熱接着剤、感圧接着剤（粘着剤）、感熱粘着剤などの接着剤を使用して行う
ことができる。また、接着剤の適用領域は、その全面領域、部分領域のいずれでもよく、
またポンイト（点状）接着、線状接着などでもよい。また例えばホットメルト型の接着剤
を使用することも可能である。
【０１０２】
本発明のバッグインカートンは、図３０に示すように、外側カートンＡの四角形筒状側部
１０により内側バッグＢを被覆していて、立体的に組み立て形成する以前においては偏平
形状となっている。
【０１０３】
図３０に示す組み立て以前の偏平形状の本発明のバッグインカートンは、その両外側の二
つ折りになっている側面板２、２を、折目ｆ、ｆをカートン内方に押すことにより平坦に
することにより、図３１に示すような角筒状に立ち起こすことができる。
【０１０４】
そして、外側カートンＡの各々側面板２、２下端にある互いに対向する底面板７、７を、
折目ｄを介して内側バッグＢの下端開口部２２を形成している筒状フィルム２０と共にカ
ートン内方に水平に折り曲げた後、正面板１と背面板３のそれぞれ下端の対向する底面板
６、８を、筒状フィルム２０と共にカートン内方に水平にその水平に折り曲げた底面板７
、７上に折り重ねて、底面板７、７とその上に重ね合わせた底面板６とを貼着固定し、該
底面板６とその上に重ね合わせた底面板８とを貼着固定して底部５が形成されて、本発明
のバッグインカートンは立方体又は直方体形状となっている。
【０１０５】
なお、内側バッグＢの少なくとも下端開口部２２内面には、熱接着性の合成樹脂層（シー
ラント層）が形成されていて、貼着固定された前記底部５と共に折り込まれている内側バ
ッグＢの筒状フィルム２０下端開口部は、その底部５の上下面（内外面）より加熱シール
手段により加熱押圧されて密封状態にシールされている。なお、底部５の上面（内面）に
は、内側バッグＢの筒状フィルム２０上端開口部２１に取り付けられているジッパー２３
を開封状態にして、その開封された上端開口部２１よりバッグＢ内部に加熱シール手段（
加熱押圧部材又は押圧受部材のいずれか一方）を介入させることにより底部５は加熱シー
ルされている。
【０１０６】
図３２は、底部５を形成して立方体又は直方体形状となった外側カートンＡと内側バッグ
Ｂとにより構成された本発明のバッグインカートンであり、内側バッグＢの筒状フィルム
２０上端開口部２１に取り付けられているジッパー２３を封鎖した状態を示し、本発明の
バッグインカートンにおいては、図示するようにジッパー２３の長手方向は外側カートン
Ａの角筒状上端部の一辺に対して略平行な方向となっている。
【０１０７】
本発明のバッグインカートンの内側バッグＢの筒状フィルム２０上端開口部２１に取り付
けられたジッパー２３より、さらに上方の筒状フィルム２０最上端部には、図３４に示す
ように加熱加圧にて密封シールされ密封シール部２４が形成されていて、バッグインカー
トンを開封する際は、まずジッパー２３と密封シール部２４との間に沿ってフィルム２０
を切り裂き、続いてジッパー２３を開封することにより行う。そして、再封はそのジッパ
ー２３を用いて行うものである。
【０１０８】
本発明のバッグインカートンは、図３２に示すように外側カートンＡの各々側面板２、２
の上端にあるそれぞれ三角形面板９、９が、折目ｅを介してその内面に貼着している内側
バッグＢのフィルム２０と共に、図３３～図３４に示すように、側面板２、２の外面に重
なるように直角に折り返されて、各々側面板２、２の外面にそれぞれ三角形面板９、９を
貼着固定することにより組み立てられている。
【０１０９】
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本発明のバッグインカートンにおいては、三角形面板９、９が内側バッグＢのフィルム２
０と共に側面板２、２の外面に重なるように折り返される際に、筒状フィルム２０上端開
口部２１に取り付けられた比較的剛性のあるジッパー２３は折目部２５、２５を介してそ
の両端側が直角に折り曲げられ、折り曲げる時にその折目部２５、２５の間のジッパー２
３の長手方向は湾曲することなく、内側バッグＢの上面部を平坦に保持した状態で外側カ
ートンＡの側面板２、２の外面に重なるように直角に折り曲げられる。
【０１１０】
側面板２と三角形面板９との貼着方式としては、本発明においては特に限定されるもので
はないが、例えば、感熱接着剤、感圧接着剤（粘着剤）、感熱粘着剤などの接着剤を用い
て行うことができ、側面板２と三角形面板９との重ね合わせ内面における接着剤の適用領
域は、その全面領域、部分領域のいずれでもよく、またポンイト（点状）接着、線状接着
などでもよい。また例えばホットメルト型の接着剤を使用することも可能である。
【０１１１】
本発明の請求項７、請求項８に係る発明のバッグインカートンの実施の形態としては、例
えば、図３５～図３６に示すように、外側カートンＡの各々側面板２、２上端にあるそれ
ぞれ三角形面板９、９の頂角先端部９ｃ部分領域（一点鎖線より矢印方向側の領域）には
、内側バッグＢ側に貼着されない非貼着領域が形成され、頂角先端部９ｃ部分以外の領域
（一点鎖線より矢印方向と反対側の領域）には、内側バッグＢ側に貼着された貼着領域が
形成され、そして外側カートンＡの各々側面板２、２には、予めカートン展開図（図２７
（ａ）のブランク図）の状態において、図３５に示すように切込部１１が刻切されている
。
【０１１２】
なお、この貼着方式は、本発明においては特に限定されるものではないが、例えば感熱接
着剤、感圧接着剤（粘着剤）、感熱粘着剤などの接着剤を使用して行うことができ、また
、接着剤の適用領域は、その全面領域、部分領域のいずれでもよく、また、ポンイト（点
状）接着、線状接着などでもよい。また例えばホットメルト型の接着剤を使用することも
可能である。
【０１１３】
そして、図３６に示すように、三角形面板９、９の頂角先端部９ｃ部分を各々側面板２、
２の切込部１１内に差し込むことにより、内側バッグＢのフィルム２０を貼着した三角形
面板９、９を接着剤や粘着剤を使用しないで各々側面板２、２に固定するようにしてもよ
い。また、前記切込部１１内に三角形面板９を差し込み固定する際には、必要に応じて接
着剤や粘着剤（両面粘着テープやシート）を併用してもよく、切込部１１近傍の外側カー
トン側面板２と三角形面板９との重ね合わせ内面に前記接着剤や粘着剤を適用するもので
ある。
【０１１４】
【発明の効果】
本発明のバッグインカートンは、比較的軽量の内容物をバッグインカートン型の容器を用
いて充填包装する場合に、それに対応した十分な強度を以て、従来のような強度のあるバ
ッグインカートンと同程度の機能性と密封性と適正な強度を備えることができ、外観的に
過剰包装的でない省資源化した容器を提供することができる効果がある。
【０１１５】
また、本発明のバッグインカートンは、外側カートンの上端から外側に内側バッグを三角
形状に外側カートンの側面板に直角に折り重ねる際に、内側バッグのジッパー折目部を介
して折り曲げることができ、折り曲げる時に、その折目部間のジッパー長手方向が外側に
湾曲したり膨らんだりせずに直線的に内側バッグの上面部を平坦に保持した状態で直角に
折り曲げることができ、外観的に綺麗で、すっきりした良好な形状の立方体、直方体形状
のバッグインカートンを提供できるものである。
【図面の簡単な説明】
【図１】（ａ）は本発明の請求項１に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カー
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トンの展開図、（ｂ）はそのバッグインカートンを構成する内側バッグの平面図。
【図２】本発明の請求項１に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン上に
内側バッグを重ね合わせた状態を示す平面図。
【図３】本発明の請求項１に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン上に
内側バッグを重ね合わせ組み立てられる途中の状態を示す平面図。
【図４】本発明の請求項１に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン上に
内側バッグを重ね合わせ組み立てられる途中の状態を示す平面図。
【図５】本発明の請求項１に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン内に
内側バッグを装着して組み立てられる途中の角筒状態を示す全体斜視図。
【図６】本発明の請求項１に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン内に
内側バッグを装着し底部を形成して組み立てられる途中の状態を示す全体斜視図。
【図７】本発明の請求項１に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン内に
内側バッグを装着し底部を形成して組み立てられる途中の状態を示す全体斜視図。
【図８】本発明の請求項１に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン内に
内側バッグを装着し底部を形成して組み立てられた組み立て完成斜視図。
【図９】（ａ）は本発明の請求項２に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カー
トンの展開図、（ｂ）はそのバッグインカートンを構成する内側バッグの平面図。
【図１０】本発明の請求項２に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン上
に内側バッグを重ね合わせた状態を示す平面図。
【図１１】本発明の請求項２に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン上
に内側バッグを重ね合わせ組み立てられる途中の状態を示す平面図。
【図１２】本発明の請求項２に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン上
に内側バッグを重ね合わせ組み立てられる途中の状態を示す平面図。
【図１３】本発明の請求項２に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン内
に内側バッグを装着して組み立てられる途中の角筒状態を示す全体斜視図。
【図１４】本発明の請求項２に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン内
に内側バッグを装着し底部を形成して組み立てられる途中の状態を示す全体斜視図。
【図１５】本発明の請求項２に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン内
に内側バッグを装着し底部を形成して組み立てられる途中の状態を示す全体斜視図。
【図１６】本発明の請求項２に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン内
に内側バッグを装着し底部を形成して組み立てられた組み立て完成斜視図。
【図１７】本発明の請求項２に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン内
に内側バッグを装着し底部を形成して組み立てられる途中の状態を示す他の実施の形態に
おける全体斜視図。
【図１８】本発明の請求項２に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン内
に内側バッグを装着し底部を形成して組み立てられた他の実施の形態における組み立て完
成斜視図。
【図１９】（ａ）は本発明の請求項１に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カ
ートンの展開図、（ｂ）はそのバッグインカートンを構成する内側バッグの平面図、（ｃ
）はそのバッグインカートンを構成する内側バッグのＬ－Ｌ断面図。
【図２０】本発明の請求項１に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン上
に内側バッグを重ね合わせた状態を示す平面図。
【図２１】本発明の請求項１に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン上
に内側バッグを重ね合わせ組み立てられる途中の状態を示す平面図。
【図２２】本発明の請求項１に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン上
に内側バッグを重ね合わせ組み立てられる途中の状態を示す平面図。
【図２３】本発明の請求項１に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン内
に内側バッグを装着して組み立てられる途中の角筒状態を示す全体斜視図。
【図２４】本発明の請求項１に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン内
に内側バッグを装着し底部を形成して組み立てられる途中の状態を示す全体斜視図。
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【図２５】本発明の請求項１に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン内
に内側バッグを装着し底部を形成して組み立てられる途中の状態を示す全体斜視図。
【図２６】本発明の請求項１に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン内
に内側バッグを装着し底部を形成して組み立てられた組み立て完成斜視図。
【図２７】（ａ）は本発明の請求項２に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カ
ートンの展開図、（ｂ）はそのバッグインカートンを構成する内側バッグの平面図、（ｃ
）はそのバッグインカートンを構成する内側バッグのＬ－Ｌ断面図。
【図２８】本発明の請求項２に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン上
に内側バッグを重ね合わせた状態を示す平面図。
【図２９】本発明の請求項２に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン上
に内側バッグを重ね合わせ組み立てられる途中の状態を示す平面図。
【図３０】本発明の請求項２に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン上
に内側バッグを重ね合わせ組み立てられる途中の状態を示す平面図。
【図３１】本発明の請求項２に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン内
に内側バッグを装着して組み立てられる途中の角筒状態を示す全体斜視図。
【図３２】本発明の請求項２に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン内
に内側バッグを装着し底部を形成して組み立てられる途中の状態を示す全体斜視図。
【図３３】本発明の請求項２に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン内
に内側バッグを装着し底部を形成して組み立てられる途中の状態を示す全体斜視図。
【図３４】本発明の請求項２に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン内
に内側バッグを装着し底部を形成して組み立てられた組み立て完成斜視図。
【図３５】本発明の請求項２に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン内
に内側バッグを装着し底部を形成して組み立てられる途中の状態を示す他の実施の形態に
おける全体斜視図。
【図３６】本発明の請求項２に係る発明のバッグインカートンを構成する外側カートン内
に内側バッグを装着し底部を形成して組み立てられた他の実施の形態における組み立て完
成斜視図。
【符号の説明】
Ａ…外側カートン　Ｂ…内側バッグ
１…正面板　２…側面板　３…背面板　４…貼着板　５…底部
６、７、８…底面板　９…三角面板（三角フラップ）
１０…四角形筒状側部　１１…切込部
２０…筒状フィルム　２１…上端開口部　２２…下端開口部　２３…ジッパー
２４…密封シール部　２５…ジッパー折目部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】

【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】 【 図 １ ９ 】
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【 図 ２ ０ 】 【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】 【 図 ２ ３ 】
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【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】 【 図 ２ ８ 】
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【 図 ２ ９ 】 【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】 【 図 ３ ２ 】

【 図 ３ ３ 】
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【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】

【 図 ３ ６ 】
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